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先日１１月２２日（月）に３回目の定期考査を終えました。学習も部活動も行事も高校生らしくメリハリをつけて取

り組むことが大切ですが，その中でも考査は，自分に対する評価を自分でコントロールするために,一人でまさに自分の

ために真剣に取り組むべきものです。その大切さをきちんと理解しそこから絶対に逃げずに精一杯頑張ることで,努力す

る力や我慢できる力も知らず知らずのうちに鍛えられているのだと思います。現在本校に在籍している生徒は誰一人と

して,高校生であることから逃げていません。考査が苦しいと感じるのは,自分の人生に真剣に向き合っている証拠です。

生徒の皆さんには，これからも自分の人生を大切に，そして丁寧に生きていって欲しいと思います。 

さて，本来であれば，２年次は考査明けから修学旅行の予定でしたが，冬に切り替えました。修学旅行も，先日の文

化祭も新型コロナウイルス感染対策と，生徒，保護者の皆様のお気持ちのバランスを考えて熟考を重ね，辿り着いた形

です。感染者数は少なくなりましたが，今後もマスク着用などの基本的な感染対策は継続しながら,生徒・職員が協力し

て教育活動を継続して参りますので，ご協力のほど,よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

○家庭クラブ研究発表大会 

１０月２８日（木）に名取高等学校で行われた

「令和３年度宮城県高等学校家庭クラブ連盟研究

発表大会 学校家庭クラブ活動の部」に本校の家

庭クラブ委員を代表して２年次の目黒愛理さん，

笠間あさひさん，大石真奈さんが出場しました。

令和元年度東日本台風を振り返り，防災意識の向

上をめざして「○い 移動は早めに」「○ま 丸森町の

みんなで」「○こ 声がけしよう」「○そ 備えよう」

のスローガンを考え，堂々とした発表で出場チーム６校中２位の成績で「優秀賞」となりました。１１月２８日(日)に

実施される丸森町総合防災訓練では，本校の体育館で，クラブ員が活動で考案したレイアウトを基とした避難所設営の

ボランティアとして参加します。今後も丸森町役場総務課地域防災マネージャーさんからアドバイスをいただき、「災害

に負けないまちづくり」を目指して取り組んでいきたいと思います。 

 

○伊具高祭 

１０月２９日（金）に伊具高祭が開催さ

れました。新型コロナウイルス感染対策に

ついて校内で検討を重ね，１日での開催と

なりました。第１部では，保護者の方々に

もご来場いただき，吹奏楽部の演奏や旅太

鼓による太鼓の演奏，文化部による展示発

表を行いました。第２部ではクラス動画の

発表，第３部では男女逆転コンテスト，有

志団体による発表が行われました。例年と

は異なったかたちでの開催となりましたが，

成功裏に終わり，思い出に残る，大変有意

義な1日となりました。来年度は，地域の

どなたにも伊具高生の活躍を見ていただけ

るような文化祭になりますように心より祈

念いたします。 

 

秋も伊具高生は頑張っています。 

学校は３回目の定期考査を終えました。 



○カウンセリング講習会 

１１月４日（木），スクールカウンセラーの竹内純子先生を講師に迎え，

教員の研修会を行いました。自己を確立しはじめる高校生には，自分が何

をしたいのか，周りからどう思われているかなど「自分自身にまつわる悩

み」，仲間はずれにされたくない，でも自分らしくいたいなど「学校や仲間

にまつわる悩み」，自立したい気持ちや反抗心，不満と同時につながりや愛

着を感じる「家族にまつわる悩み」などが多くみられ，一過性の鬱状態を

示すこともあります。コロナ禍で悩みを抱える高校生が増加という調査結

果を学び，ロールプレイを実践しながら，生徒の気持ちをくんで寄り添う

姿勢で関わっていくことを改めて確認できました。 

 

○防災避難訓練 

１１月８日（月），避難訓練を行いました。今回の訓練

は５月の訓練に続き火災を想定した訓練で今年度２回目

です。当日の午前中に通り雨もありましたが，避難場所

に当たる中庭の状態は悪くなかったこともあり，屋外避

難での実施となりました。今回の想定は実施時刻を生徒

に知らせていない状況での授業中の避難訓練でしたが，

その状況でも生徒の避難行動は素早く，避難開始の放送

から全体の避難完了までの時間は４分程度で，集まるときの様子も騒ぐこともなく落ち着いて行動していました。水消

化器での消火訓練では，初めのうち生徒は「火事だ！」と大声を上げる事に若干抵抗はあった様子でしたが，１年次生,

２年次生，３年次生と学年が上がる毎に大声をだして訓練をできるようになっていきました。これからも災害に遭った

際に被害を未然に防ぐことができるよう，避難行動を確認して参ります。 

 

○後期生徒総会 

１１月１０日（水）に後期生徒総会が行われました。

前期生徒会行事，部活動，専門委員会の活動報告と後期

の生徒会，部活動，専門委員会の活動方針の報告を行い，

来年度からの空手部の設立と，来年度の８月以降女子は，

式典以外はリボンの着用が認められました。このように

学校生活の充実と向上を図るために有意義な議論が交わ

されました。 

 

１２月の予定 

 １日（水）～１０日（金）：１・２年次二者面談 

 ９日（木）：芸術鑑賞会 

２０日（月）～２８日（火）：２年次三者面談 

２５日（土）～１月１０日（月）：冬季休業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この学校通信は本校ホームページにも掲載されています。新着情報をご覧ください。 

本校HP：https://igu.myswan.ed.jp/ 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 大谷翔平選手について ＊＊＊＊＊＊＊＊  

 先日,大谷翔平選手がＭＶＰを満票で獲得しました。日本人としてはイチロー選手以来の快挙です。受賞後の記

者会見で，「ＭＶＰを受賞し,今日はこの後どうされますか？」との質問に「明日も（練習が）あるので，早く寝

ます。」と答えました。やってきたことへの評価は素直に喜ぶけど,常にそれがゴールではなくて前を見続けてい

る，これこそが大谷選手を作り上げているのだと感じました。快挙や賞賛にも舞い上がらず努力をし続ける姿勢

は，本当に人としてのお手本だと思います。そして，大谷選手の二刀流を理解し支えたジョー・マドン監督は，

「人は楽しむことの力の偉大さをないがしろにしてはいけない。」と言っています。「試合に出たい」という野球

が大好きな大谷選手のシンプルな気持ちが持つ力を，監督は確信していたのだと思います。本校も教育の本質を

押さえ，生徒，保護者，地域の皆様とともに，生徒一人ひとりが持つ能力が最大限に発揮される学校を目指し,日々

精進して参ります。 

 

https://igu.myswan.ed.jp/

